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2016年11月9日 リポジトリの未来を考える：オープンサイエンス時代の到来を迎えて



2008年6月時点での今後の課題



IRUCAA@TDCについて

• 歯科機関のリポジトリとしては世界初

• ソフトウェア： DSpace （CMS社委託）

• ハードウェア： 大学提供仮想サーバー

• 登録件数： 3,461 （2016.11 現在）

• 人員： 3名（兼任）



いるか飼育日記

• コンテンツごとの動きが一目瞭然
著作権確認が必要
エンバーゴ中
登録不可
公開中

• ブログを利用した業務日誌的役割
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東京歯科大学オープンアクセス方針

• 策定までの経緯

• 策定後の活動

• これからの今後の課題



策定までの経緯

• 副学長面談（1/29）

• 出版関連責任者ミーティング（2/17）

• データ公開に関するミーティング（3/3）

• 図書委員会（3/31）

• 教授会（4/12）

• アピール開始（5/7）



副学長面談

• 副学長＝学内学会庶務担当理事

• オープンサイエンス対応状況および今後のオープンア
クセス方針策定予定についての調査
– 機関リポジトリ推進委員会

• 学術情報のオープン化の推進について（中間まと
め）
– 科学技術・学術審議会 学術分科会 学術情報委員
会



学術情報のオープン化の推進について
（中間まとめ）

• ３．研究成果の公開についての基本的方策

• (1) 論文のオープンアクセスについての取組

• 【大学等に期待される取組】

–機関リポジトリをグリーンOAの基盤としてさらに拡充
する。

– オープンアクセスに係る方針を定め公表する。



策定までの経緯

• 副学長面談（1/29）

• 出版関連責任者ミーティング（2/17）

• データ公開に関するミーティング（3/3）

• 図書委員会（3/31）

• 教授会・学長制定（4/12）

• アピール開始（5/7）



策定後の活動

• 運用規程の策定

• 各所へのアピール

–国内大学5例目、私立大学では初めて

–大学ホームページ、DRFメーリングリスト、カレントア
ウェアネス

• 業績集登録の流れで

• オープンアクセスウィーク

– オープンアクセス担当者説明会、逸村先生講演



これからの今後の課題

• 実効性のある方針に

• 著者版原稿収集のワークフローの確立

• リポジトリ業務のルーティン化


